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第５２回京都地方裁判所委員会議事概要  

１  開催日時  

令和７年１２月４日（木）午後１時３０分から午後４時まで  

２  場所  

京都地方裁判所大会議室  

３  出席者  

（委員）  

 鈴木美智子、三室久枝、椋本久雄、毛利隆志、屋敷陽太郎、横井かをり、

吉村雅人、伊藤知之、海津祐司、野田恵司、池町知佐子  

（事務担当者等）  

川上宏、白井寛朗、小菅和弘、吉田義一、今村清二、下村義之、仲井正

英、鉾立純也、藤原智子、田中誠一郎、太田喬、伊藤瑞穂、清水雄斗  

４  議題  

  裁判所の防災について 

５  議事  

（１）開会  

（２）委員長挨拶  

（３）委員異動報告  

（４）前回のテーマ（裁判員等選任手続について）に関する報告  
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（５）意見交換  

（６）次回のテーマ  

   「民事訴訟手続のデジタル化について」 

（７）次回開催日 

   令和８年７月２４日（金） 
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         【議事概要】  

《発言者：●＝委員長、○＝委員、□＝事務担当者等》 

１ 前回のテーマ（裁判員等選任手続について）に関する報告 

□ 前回の委員会では、「裁判員等選任手続について」をテーマとして、委員の

皆様から様々な御意見をいただいた。皆様の御意見を踏まえて検討・改善し

た点を御報告する。 

  まず、裁判員候補者に送付する事前送付資料に関し、見やすさ及び分かり

やすさの観点から、①「ご案内」書面のレイアウト等変更、②資料への通し

番号の記載、③資料枚数の削減、④質問票記載要領の表現及びレイアウト変

更を行い、また、学生の辞退を防ぐため、⑤裁判員候補者の通学先である大

学関係者宛て書面の作成を行った。 

  次に、選任手続等に関し、資料閲覧に際する配慮として、①受付でいった

ん回収する書面につき、後ほど返却予定である旨のアナウンスをすることと

し、②バインダーの表面に、綴られている書類の名称を明記し、「ご自由にご

覧下さい」と表示した。また、③手続室の後方に掲示している「本日の予定」

を、部屋の前方にも掲示して、予定を確認しやすくし、さらに、④個別質問

について、圧迫感を軽減するために、司会のアナウンスにおいて、個別質問

は辞退の御事情を伺うものであること、及びプライバシー保護のために別室

で一人ずつ話を伺うことを事前に伝えることとした。 
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  今後も引き続き、国民の皆様により分かりやすく、より身近に感じられる

資料作成及び手続案内に取り組んでいきたい。 

２ 意見交換（裁判所の防災について） 

● 当庁の防災の取組について、防災訓練や発災時の課題などについてご紹介

させていただいた。まずは、質問等があれば伺いたい。 

○ 災害備蓄品等について、カイロや毛布などの冬用の物はあるようだが、夏

季と冬季とで内容を変えているか。 

□ 夏季と冬季で備蓄品の入れ替え等は行っていない。夏季はエアコンや扇風

機が必要となるが、停電時に使用する発電機は、避難者用の扇風機に使用す

るほどの容量がなく、結論としては、夏季用の整備はない。非常持出袋に入

っているボディータオルで対応していただくことになる。  

〇 以前、長期間の停電を経験したが、近年の猛暑を考えれば、うちわや冷感

タオルなど、夏用の物も必要だと感じた。 

〇 非常持出袋以外に、救急用品や女性用衛生用品なども整備しているか。  

□ 整備している。 

● 意見交換事項１点目「災害時における迅速な情報収集・指示伝達手段」に

ついて、現在、裁判所ではトランシーバー及び内線電話を使用して情報収集

等を行っているが、今後、フォームスアプリやスマホを利用することも考え

得る。この点、各委員の組織等における工夫例や当庁の取組に関するご意見
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等を伺いたい。 

〇 停電で内線電話等が使えないことを前提とした防災訓練を行っており、情

報の伝達方法については、災害対策本部の詰め室に担当者が直接情報を伝え

に行くこととしている。 

  遠隔地との連絡手段については、インフラが止まった場合に備え、新たな

連絡手段についても検討していきたいと考えている。 

〇 当庁では、災害時には職員のスマホに緊急招集が通知される。情報伝達手

段については、庁舎内においては電話を使える場合は内線を使用するほか、

各地域への連絡手段として防災無線が整備されている。 

スマホやフォームスアプリを利用した情報収集等については、庁舎内で生

じた火災等の際には有効と思われるが、地震等の災害時には、スマホが使用

できなくなる場合があるのではないか。 

〇 裁判所の防災対策は、ハイレベルだと感じた。当社では、安否確認システ

ムを利用しており、災害時には、登録された各職員のメールアドレスに一斉

にメールが送信され、まずは、職員の現状及び出社の可否等について情報を

集めている。また、すぐに報道できるように、速やかに態勢構築をしている。  

〇 当社でも安否確認システムを利用しており、災害時には、各従業員のスマ

ホに一斉にメールが送信され、本人、家族、家屋の無事及び出社の可否につ

いて初期の情報を集めている。一斉メールは、災害発生地に限らず、海外出
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張中の従業員等、全従業員に送信している。 

災害時に限らず、ウィルス等でもスマホやメールは使用できなくなる可能

性があるため、最後に頼れるのは電話だと考えている。 

〇 当社では、元請けのゼネコンで利用している安否確認システムに登録して

いる。 

〇 裁判所の取組は非常に素晴らしいと感じた。弁護士会では、会員は、各法

律事務所にいるため、会員を対象とした防災訓練はないが、安否確認システ

ムは利用しており、災害時には一斉に安否確認メールが送信され、情報収集

をしている。また、弁護士会館の職員を対象とした訓練を年に数回している。 

東日本大震災以降に、弁護士会内に災害問題委員会が作られ、委員会を中

心に防災や、災害時の被災地域への弁護士派遣による法律相談等について検

討している。 

● 災害時にスマホが使えなくなる可能性があるとの御指摘もいただいたので、

これを踏まえて、今後の取組を検討していきたい。続いて、意見交換事項２

「防災設備や防災備品の的確な使用を実現するための工夫例」について、各

委員の組織等で整備されている備品や利用上の工夫例、実践例等を伺いたい。 

〇 当社でも自衛消防隊を組織しており、メンバーは新入社員をメインとして

１年交代としている。新入社員のイベントとして、秋頃に行われる消防署主

催の自衛消防訓練大会地区大会に参加している。これは、２０程度の組織が
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参加し、訓練の成果を発表して、採点・表彰されるものであり、当社は、去

年入賞して府の大会まで進んだ。従業員はこの機会に消火器・消火栓の仕組

みや使い方を身に付けている。 

  その他、法定されている避難訓練を年１回実施している。 

〇 毎年、消火器・消火栓を使った訓練や消防署等に協力いただく通報訓練を

実施している。職員が実際に消火栓を触り、声を出して訓練をしておくこと

が有効だと感じている。 

〇 以前所属していた組織では、複合施設に入っていたことから、年に 1 回業

務開始前に避難訓練を実施していた。訓練は、防火扉やシャッターの作動確

認に加え、消火栓や消火器を実際に使用するなど、設備の機能を点検する内

容であった。 

  近年の豪雨被害の状況を踏まえると、水害への備えも欠かせないと感じて

おり、居住マンションでは、豪雨による川の氾濫を想定した訓練の実施を検

討している。災害時に誰が何を担うかを事前に決めておくことが重要である。 

  防災備品に関し、東日本大震災で帰宅困難者が多く発生した際に、紙の地

図を持って会社から徒歩で帰宅した事例を聞いた。知っている道が通れない

場合もあるため、紙の地図の備えは必要ではないか。 

また、夜間まで職場に留まる必要がある場合には、女性リーダーを設け、

リーダーを明示しておくことが考えられる。これにより、女性用衛生用品等
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を含め女性特有の相談等にも対応することができる。 

〇 学校現場においては、「オハシモテ」、つまり、押さない、走らない、しゃ

べらない、戻らない、低学年優先を徹底している。避難訓練では、この原則

を踏まえ、児童・生徒はグラウンドに避難し、担任が点呼を行う。年間では

地震や火災を想定した訓練を３回程度実施しており、近年は不審者侵入を想

定した訓練も取り入れている。 

九州地方のある小学校では、校長が被害状況等を独自に設定し、職員等へ

の事前通知なしに年間２０回ほどの避難訓練を実施していると聞いた。こう

した突発的な訓練は、実際の状況に即した対応力を養う上でも有効だと思わ

れる。避難訓練はあくまでも訓練であり、例えば器具を使って負傷者を搬送

する訓練をしていても、現実には背負って避難する場合もあり得る。また、

消火器や消火栓を使う訓練をしていても、実際に炎を目の前にしたときに使

えるかどうか不安がある。災害時には、状況に応じて臨機応変に行動するこ

とが求められる。 

  災害備蓄品に関し、多くの学校は広域避難場所に指定され、地域の方に開

放しているため、近年は、少子化による空き教室を非常用備品置き場として

活用している。 

〇 弁護士会の災害備蓄品には、乾パン２４０食、アルファ米３袋等の食料品、

液体歯磨き、うがい薬、消毒剤、圧縮タオル、簡易トイレ等の衛生用品、充
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電式ランタン、カセットコンロ、ガスボンベ、ポータブル電源、ラジオ、手

回し充電器、電波時計、懐中電灯などの照明・電源燃料、救急セットがある。

その他、各職員には、必要最小限の防災用品が入った非常用持出袋が配布さ

れている。 

〇 災害備蓄品につき、当社では、ヘルメット、ライト、カイロ１個、非常用

タオル２本が入った非常用持出袋が全職員・スタッフに配布されており、定

期的に、全職員・スタッフに対して非常用持出袋の確認依頼がなされる。ま

た、放送を継続するために、食料品、飲料、放送継続用の自家発電機の燃料

等を備蓄している。 

● 抜き打ちでの訓練について、裁判所では来庁者がいるため限界はあるもの

の、予告して予定通り始めるのではなく、参加できる職員だけで突然始める

といったドラスティックな訓練の工夫もありうると感じた。  

 続いて、意見交換事項３「発災時における職員の自発的な行動を実現する

ための意識醸成の提案」について、各委員の組織等で実践されていることや

工夫例があれば伺いたい。 

〇 学校現場では、避難訓練時に消防署の方に来てもらい、訓練についてのア

ドバイスをもらったり、グラウンドで消防車による放水を見せてもらったり

している。これは、子供たちにとって火事が身近なものになり、自分事とし

て捉える機会になっている。避難訓練においては、専門家である消防署から
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訓練の改善策や効率的な避難方法等についてアドバイスをもらうことが有用

だと思う。 

〇 職員の意識醸成には訓練の継続が重要である。当社では、夜間に地震が発

生した際に最寄りの局へ駆けつけて報道できるよう、毎月訓練を実施してい

る。加えて、大規模な地震ではない場合の想定で、放送を組み替える訓練も

行っている。訓練に積極的な人もそうでない人もいるだろうが、訓練を続け

ていくしかないのではないか。また、訓練が役立ったという実感を得ること

で意識が高まる。実際に、災害時以外の場面で放送組み替え訓練が役立った

経験や、近隣火災に遭遇した際に訓練の重要性を強く感じたことがある。こ

うした体験を共有することも意識醸成に繋がると考えている。 

  なお、裁判所においては、職員だけでなく、身柄勾留中の被告人等の逃走

防止の観点もあるため、難しい現場だと想像している。 

〇 仕事で海上自衛隊に関わることがあるが、自衛隊は、危機管理が仕事であ

り、とっさに判断するためには、常に訓練をしておく必要がある。裁判所に

おいては、年数回の訓練だけでなく、訓練の状況を職員がいつでも確認でき

るようにしておくことが考えられる。また、裁判所利用者にも訓練の様子を

公開しておくことで、安心感を持ってもらえると思う。その他、イーバック

チェアはとても良いと思うが、使いこなせるようにしておかないといざとい

うときに役に立たないため、訓練時以外でも気軽に使用してはどうか。  
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● 皆さんのご意見を伺っていて、部署ごと等の小規模で実践的な訓練を繰り

返し行うことで、意識の醸成が図れ、また、動きも身に着いていくと感じた。

ここからは、全体を通して、自由に意見・感想等を伺いたい。 

〇 現在の職場は商業施設内にあり、職員は９名と少ないが、来客が多い。災

害時の対応マニュアルは整備されているものの、マニュアルの内容が実行可

能かについて疑問を感じている。例えば、重要書類を金庫に入れると同時に

来客を避難させないといけないが、マニュアル通りに動けば、かえって危険

な場合もある。本日のプレゼンや意見交換の内容を職場に持ち帰り、より実

効性のある対応策を検討したい。 

  本日のプレゼンでは、避難訓練時に「職員の指示に従って逃げてください」

と放送している場面が印象的だった。来客者を安全に避難させるためには、

職員がしっかりと声を出して指示を行うことが重要であると感じた。  

〇 裁判所の取組は参考になった。訓練や意識啓発の在り方は当方でも課題で

あり、今回の意見交換で出た小規模訓練の実施や、実際に動いたり触れたり

する訓練を参考にしたい。 

当方では防災担当者を役職で割り振っており、人事異動を通じて多くの職

員が防災担当者を経験することで、徐々に行動や意識が醸成されると期待し

ている。 

また、当方の建物で仕事をしている他の関係機関と連携して防災訓練を実
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施しており、今後も安全な避難ができるよう十分な協力体制を図っていきた

い。 

〇 裁判所の取組は進んでいると感じた。私の事務所は古いビルに入っている

ため、火災発生時に狭い階段でどのように避難するか等、一度職員とともに

実際のビルで避難訓練を行う必要性を感じた。 

  一点質問であるが、裁判所は現在、出入り口は正面玄関のみとなっている

が、災害時には、すべての玄関が開放されるのか。 

□ 火災・地震時にはすべての出入口を開放する。 

〇 地震発生時に建物外に避難すべきか否かの判断基準について伺いたい。裁

判所の本庁舎は、震度６強から７でも耐えられると伺ったが、当社本社も同

様である。火災が発生し初期消火に失敗した場合は避難すべきであるが、建

物倒壊の恐れがない場合には建物内に留まった方が安全である。この点の判

断基準はあるか。 

□ 耐震診断では震度６強から７でも倒壊しないとされているが、建物内の天

井崩落等の危険性があるため、自衛消防組織の各地区隊が壁の亀裂の状況等

を確認し、本部で情報を収集して個別に判断することになる。したがって、

状況によっては、建物が倒壊する恐れがなくても、庁舎外へ避難する判断も

あり得ると考えている。 

〇 本日の意見交換は大変参考になった。当社で実施している毎月の報道訓練
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やアナウンサーからのフィードバック等が、部署ごとの小規模訓練として位

置づけられるということを認識できた。 

また、当社では、新たに転勤してきた職員を防災リーダーに任命しており、

訓練を通じて職員に顔や名前を覚えてもらうことができる。災害時には信頼

関係も重要であるため、訓練等を通じたコミュニケーションの意義を改めて

感じた。今後も組織として防災に取り組んでいきたい。 

〇 本日は裁判所の防災への取組を聞き、私自身の防災意識も高まった。これ

を職場に持ち帰り、参考にしたい。 

〇 裁判所の防災設備は進んでいると感じた。私の職場は２０年前に廃校とな

った木造校舎を使用しており、防火設備はなく、震度４程度でも避難が必要

となる。児童のいない仮庁舎ではあるが、年 1 回は訓練を実施している。裁

判所は、設備が整っていることを羨ましく思う。 

〇 授業で災害時のトラブルを取り上げることがあるため、本日の意見交換は

大変参考になった。 

私自身、幼少期に火災を経験した際の恐怖感から避難訓練の必要性を強く

感じている。避難訓練直前の授業では、自身の体験を学生に伝えることで、

学生が訓練に真剣に取り組む効果があると考えている。 

また、防災講座やワークショップに参加したことがあるが、実際に動いて

行う訓練だけでなく、どのように動くかを自ら考えるということも防災意識
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の醸成につながると考えている。 

〇 本日の意見交換は大変勉強になった。以前、近隣でボヤが発生した際、家

に消火器があることを忘れてバケツリレーで消火した経験があり、防災訓練

の必要性を実感した。町内の防災訓練には参加しているが、参加者は高齢者

が多く、若い人の参加が少ないため不安がある。災害経験者の話を聞いたり、

消防署から器具の使い方を学んだりするなど、小さな訓練の積み重ねが重要

だと感じている。 

〇 本日の各委員からのご意見は大変参考になったし、このような意見交換自

体が職員の意識啓発につながると感じた。 

これまで何度か裁判所の防災訓練に参加したが、防災設備をすべて把握し

ているわけではないため、防災設備の場所や使用方法、消火器・消火栓の位

置等、各階ごとに確認しておく必要性を感じた。また、法廷にいる際に災害

が発生した場合や、本部機能が十分に働かない場合にどう対応するか等、事

前に考えてシミュレーションしておくことが重要だと認識した。  

● 本日は多くの貴重な意見をいただき、防災について考える機会の重要性を

改めて感じた。今回の意見交換を契機として、裁判所としても防災意識を一

層高め、きめ細かな準備を進めていきたい。本日いただいたご意見は今後の

裁判所運営に活かしていきたい。 


